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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放送信号を受信しこれを復調して番組の信号および電子番組情報を出力するチューナ部
と、
　前記チューナ部が出力した前記番組信号をこの番組のタイトル情報を含む管理情報と共
に記録媒体へ記録する記録部と、
　前記記録媒体に記録された前記番組信号を再生する再生部と、
　前記再生部が前記番組信号を再生している場合にリモコンの録画予約のためのキーを操
作することによって指示信号を受けることにより、前記管理情報に応じ次回の番組の予約
情報を設定する予約設定部と、
　前記予約情報が示す時刻になったら前記番組信号を前記記録媒体に記録するべく前記記
録部を制御する予約録画部とを具備し、
　前記予約設定部は、前記チューナ部からの前記電子番組情報から、前記再生部が前記番
組信号を再生している番組の前記管理情報に含まれる前記番組のタイトル情報に基づいて
前記番組が繰り返し放送される放送周期を自動判定する機能を有し、この判定した放送周
期を表示するための映像信号を出力し、この映像信号の表示に対するユーザの変更操作に
応じて前記放送周期の録画条件を変更した後に予約情報を設定することを特徴とする放送
記録装置。
【請求項２】
　前記予約設定部は、毎週放送予定又は連日放送予定の連続番組の録画予約を行なう予約
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情報を設定することを特徴とする請求項１記載の放送記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、番組信号を記録する放送記録装置に関し、特に、再生中の番組について次
回の番組の予約録画を容易に録画予約することができる放送記録及び放送記録方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　最近、デジタル機器の普及と共にハードディスクレコーダ等の放送受信装置が一般化し
つつあり、従来のＶＴＲ（Video Tape Recorder）による記録再生処理の場合よりも、多
くの映像情報を容易に記録・再生することが可能となってきている。このような放送受信
装置においては、放送局又はサーバから供給される電子番組情報（Electronic Program G
uide）を活用して、留守録画処理を更に容易に行うことが可能となってきている。このた
め、予約録画が容易になっており、多くの録画予約のための工夫がなされてきている。
【０００３】
　すなわち、特許文献１においては、実際に視聴されたテレビ番組を録画候補とし、これ
に従って、翌日又は翌週の時間帯に放送内容を録画する技術が開示されている。
【０００４】
　又、特許文献２においては、ユーザが指定した録画番組と関連する番組を自動的に検索
できる技術が開示されている。
【０００５】
　又、特許文献３においては、使用者が定期的に視聴している放送番組を自動的に録画す
ることが可能な放送番組録画装置が開示されている。
【特許文献１】特開２０００－２３０７４公報。
【特許文献２】特開２００４－２６６６５８公報。
【特許文献３】特開２００２－１９９２９４公報。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、上記した特許文献１乃至３の従来技術においては、既に録画した映像ファイル
を再生中に、次回の番組の録画予約や毎週の番組の録画予約のための操作が困難であると
いう問題がある。
【０００７】
　本発明は、録画済の映像ファイルの再生中に容易に次回の録画予約や毎週の録画予約を
行なうことができる放送記録装置及び放送記録方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　課題を解決するための一実施形態は、放送信号を受信しこれを復調して番組の信号およ
び電子番組情報を出力するチューナ部と、前記チューナ部が出力した前記番組信号をこの
番組のタイトル情報を含む管理情報と共に記録媒体へ記録する記録部と、前記記録媒体に
記録された前記番組信号を再生する再生部と、前記再生部が前記番組信号を再生している
場合にリモコンの録画予約のためのキーを操作することによって指示信号を受けることに
より、前記管理情報に応じ次回の番組の予約情報を設定する予約設定部と、前記予約情報
が示す時刻になったら前記番組信号を前記記録媒体に記録するべく前記記録部を制御する
予約録画部とを具備し、前記予約設定部は、前記チューナ部からの前記電子番組情報から
、前記再生部が前記番組信号を再生している番組の前記管理情報に含まれる前記番組のタ
イトル情報に基づいて前記番組が繰り返し放送される放送周期を自動判定する機能を有し
、この判定した放送周期を表示するための映像信号を出力し、この映像信号の表示に対す
るユーザの変更操作に応じて前記放送周期の録画条件を変更した後に予約情報を設定する
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ことを特徴とする放送記録装置である。
【発明の効果】
【０００９】
　映像ファイルを再生中に、再生中の映像ファイルの番組の次回の番組の録画予約を容易
に行なう放送記録装置を提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、この発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。　
　なお、明細書中に繰り返し示される『連ドラ予約』とは、連続ドラマの省略である連ド
ラに限らず、広く連続ものの番組の予約を指すが、象徴的に連続ドラマを示唆したものに
過ぎない。従って、連続ドラマに限らず、多くの連続性のある番組を一つの予約情報で予
約する場合を示している。
【００１１】
　図１は、本発明の一実施形態に係る放送記録装置の構成の一例を示すブロック図、図２
は、同じく放送記録装置が行なう放送受信中の連ドラ予約処理の一例を示すフローチャー
ト、図３は、同じく放送記録装置が行なう放送受信中の連ドラ予約処理の他の一例を示す
フローチャート、図４は、同じく放送記録装置が行なう放送周期判定処理の一例を示すフ
ローチャート、図５は、同じく放送記録装置が行なう映像ファイル再生中の連ドラ予約処
理の一例を示すフローチャート、図６は、同じく放送記録装置が行なう映像ファイル再生
中の連ドラ予約処理の他の一例を示すフローチャート、図７は、同じく放送記録装置で用
いられるリモートコントロールの一例を示す説明図、図８は、同じく放送記録装置が表示
する放送画面での連ドラ予約画面の一例を示す図面、図９は、同じく放送記録装置が表示
する録画設定画面の一例を示す図面、図１０は、同じく放送記録装置が表示する予約リス
トの一例を示す図面、図１１は、同じく放送記録装置が表示する番組表画面での連ドラ予
約画面の一例を示す図面、図１２は、同じく放送記録装置が表示する他の予約との重複の
表示画面の一例を示す図面である。
【００１２】
　＜本発明の一実施形態に係る放送記録装置＞
　（構成）
　初めに、図１の放送受信装置１０は、一例として、チューナ等をソースとして記録機能
を有するデジタルテレビジョンが示されている。又、放送受信装置１０は、チューナ等と
記録機能とをもったハードディスクレコーダであることも好適である。
【００１３】
　従って、以下の図１を用いた実施形態の説明においては、記録機能をもったデジタルテ
レビジョンとして詳細に説明を行なうが、図１から受像機４１を分離することで、全く同
様の機能をもったハードディスクレコーダとしての説明と解釈することが可能である。
【００１４】
　図１において、デジタルテレビジョンである放送受信装置１０は、２種類のディスクド
ライブを有する。第1のメディアとしてハードディスクＨを駆動するハードディスクドラ
イブ部１９と、第２のメディアとしてビデオファイルを構築できる情報記録媒体である光
ディスクＤを回転駆動し、情報の読み書きを実行する光ディスクドライブ部１９を有して
いる。又、制御部３０は、全体の動作を司るべくデータバスＢを介して各部に接続されて
いる。しかし、本発明を実施する場合において、光ディスクドライブ部１９は必ずしも必
要な構成ではない。
【００１５】
　又、図１の放送受信装置１０は、録画側を構成するエンコーダ部２１と、再生側を構成
するＭＰＥＧデコーダ部２３と、装置本体の動作を制御する制御部３０とを主たる構成要
素としている。放送受信装置１０は、入力側のセレクタ１６と出力側のセレクタ１７とを
有しており、入力側のセレクタ１６には、ＬＡＮ等の通信部１１と、いわゆる衛星放送（
ＢＳ／ＣＳ）、デジタルチューナ部１２と、いわゆる地上波デジタル／アナログチューナ
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部１３とが接続され、エンコーダ部２１に信号を出力する。又、ＢＳ／ＣＳ、デジタルチ
ューナ部１２には衛星アンテナが、地上波デジタル／アナログチューナ部１３には地上波
アンテナが接続されている。又、放送受信装置１０は、エンコーダ部２１と、エンコーダ
部２１の出力を受け、データ編集等の所望のデータ処理を行う信号編集部２０、信号編集
部２０に接続されるハードディスクドライブ部１８、光ディスクドライブ部１９を有して
いる。更に、放送受信装置１０は、ハードディスクドライブ部１８、光ディスクドライブ
部１９からの信号を受けてデコードするＭＰＥＧデコーダ部２３と、エンコーダ部２１、
バッファ部２２、ＭＰＥＧデコーダ部２３、多重化部２８、分離部２９、制御部３０、連
ドラ予約録画部４２、番組表生成部４３を有している。これらの各部は、データバスＢを
介して制御部３０に接続されている。更に、セレクタ部１７の出力は、受像機４１に供給
されるか、外部装置との通信を行うインタフェース部２７を介して、外部装置に供給され
る。
【００１６】
　更に、放送受信装置１０は、データバスＢを介して制御部３０に接続され、ユーザの操
作やリモコンＲの操作を受ける操作部３２を有している。ここで、リモコンＲは、放送受
信装置１０の本体に設けられる操作部３２とほぼ同等の操作を可能とするものであり、ハ
ードディスクドライブ部１８や光ディスクドライブ部１９の記録再生指示や、編集指示、
又、チューナの操作、予約録画の設定等、各種設定が可能である。
【００１７】
　（番組情報提供サーバ）
　又、更に、放送受信装置１０に通信部１１等を介して番組情報を提供する番組情報提供
サーバＳについて説明する。番組情報提供サーバＳは、放送番組名を識別するための番組
識別情報と、この番組識別情報に対応した番組の放送時刻情報（例えば、放送開始時刻と
放送時間、又、無料番組情報等を含む）とを含む番組情報を入力する番組情報登録部５１
と、番組情報登録部５１で入力された番組情報を格納する番組情報格納部５２と、番組情
報格納部５２に格納された情報をネットワーク等を介して、所望の端末に送信する通信部
５３とを有している。
【００１８】
　このような構成を有する番組情報提供サーバＳは、一般に、サービスを提供する組織の
施設として設けられるものであり、予め、放送番組と放送番組の番組識別情報と放送時刻
情報を含む番組情報がアップロードされている。そして、この番組情報に変更が生じると
、即座に番組情報登録部５１により変更情報を入力して、番組情報格納部５２の更新処理
を行う。この時、すでに番組情報提供サーバＳに保持された番組情報と同一の番組識別情
報をもつ番組情報が入力された場合、番組情報提供サーバＳは、番組情報格納部５２に保
持された番組情報を最新のものに置き換えるものである。
【００１９】
　番組情報提供サーバＳは、通信部５３を介して、例えばインターネットを中継しモデム
Ｍを介して、又は図１に示すように、番組情報を放送局Ｔに提供し、放送局Ｔの放送信号
（地上波デジタル、地上波アナログ、衛星放送デジタル、衛星放送アナログ等）に重畳さ
せて放送受信装置１０に番組情報等を提供するものである。
【００２０】
　（基本動作）
　・放送コンテンツ再生
　このような構成の、デジタルテレビジョンである放送受信装置１０において、ユーザの
リモコンＲ又は操作部３２の操作に応じた操作信号に従って、制御部３０等の制御下にお
いて、放送信号を受信しＢＳ／ＣＳチューナ１２又は地上波デジタル／アナログチューナ
部１３からの放送コンテンツを受像機４１に表示する。
【００２１】
　・記録処理
　次に、記録時の動作について、他の実施形態も含めて詳細に説明する。放送受信装置１
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０の入力側として、ＬＡＮ等の通信部１１は、外部機器と接続して、例えばモデム等を介
しインターネット等の通信路を経由して番組情報提供サーバ等と通信を行ったり、放送コ
ンテンツ等をダウンロードしたりする。又、ＢＳ／ＣＳデジタルチューナ部１２、地上波
デジタル／アナログチューナ部１３は、アンテナを介して放送信号を選局し復調して映像
信号及び音声信号を入力するもので、広範な種類の放送信号に対応する。例えば、地上波
アナログ放送、地上波、デジタル放送、ＢＳアナログ放送、ＢＳデジタル放送、ＣＳデジ
タル放送等に及ぶものであり、これに限るものではない。又、必ずしも一つだけを設ける
ものではなく、例えば、地上波放送のチューナ部や、ＢＳ／ＣＳチューナ部を２つ又は３
つ以上を有し、予約録画の要求に応じて平行して機能させる場合も含んでいる。
【００２２】
　又、先の通信部１１は、ＩＥＥＥ１３９４インタフェースであってもよく、ネットワー
ク上の外部機器から、デジタルコンテンツを受けることが可能である。又、図示しない入
力端部から、輝度信号や色差信号、コンポジット等の映像信号、音声信号を受けることも
可能である。これらは、制御部３０等で制御されるセレクタ１６により、入力が制御され
て、エンコーダ部２１に選択的に供給される。
【００２３】
　エンコーダ部２１は、セレクタ１６により入力されたアナログビデオ信号やアナログオ
ーディオ信号を、デジタル化するビデオ用及びオーディオ用のアナログ、デジタルコンバ
ータと、ビデオエンコーダと、オーディオエンコーダとを有する。更に、副映像エンコー
ダも含む。エンコーダ部２１の出力は、所定のＭＰＥＧ等の圧縮フォーマットに変換され
、先の制御部３０に供給される。
【００２４】
　又、ＢＳ／ＣＳデジタルチューナ１２等は、必ずしも内蔵されている必要はなく、デー
タ入力端子を介して外付けされて、受信したデジタル信号をセレクタ部１６を介してエン
コーダ部２１や制御部３０に供給することも好適である。
【００２５】
　ここで図１の装置は、エンコーダ部２１でエンコードされた情報（ビデオ、オーディオ
、副映像データなどのパック）及び作成された管理情報を、制御部３０を介してハードデ
ィスクドライブ部１８又は光ディスクドライブ部１９に供給し、ハードディスクドライブ
部１８、又は、光ディスクＤに記録することができる。又、ハードディスクドライブ部１
８や光ディスクＤに記録された情報を、制御部３０、光ディスクドライブ部１９を介して
光ディスクＤやハードディスクドライブ部１８に記録することもできる。
【００２６】
　信号編集部２０により、ハードディスクドライブ部１８や光ディスクＤに記録されてい
る複数番組のビデオ・オブジェクトを、一部削除したり、異なる番組のオブジェクトをつ
なげたり、といった編集処理を行うこともできる。
【００２７】
　・再生処理等　
　次に、主に記録された情報の再生処理について、他の実施形態も含めて詳細に説明する
。ＭＰＥＧデコーダ部２３は、デコードされた主映像にデコードされた副映像を適宜合成
し、主映像にメニュー、ハイライトボタン、字幕やその他の副映像を重ねて出力するビデ
オプロセッサを備えている。
【００２８】
　ＭＰＥＧデコーダ部２３の出力オーディオ信号は、セレクタ部１７を介して図示しない
、デジタルアナログ変換器でアナログ変換されてスピーカに供給されるか、Ｉ／Ｆ部２７
を介して外部装置に供給される。セレクタ部１７は、制御部３０からのセレクト信号によ
り制御される。これによりセレクタ部１７は、各チューナ部１２，１３からの、デジタル
信号を直接モニタする時、エンコーダ部２１をスルーした信号を直接選択することも可能
である。
【００２９】
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　・予約録画処理
　又、通信部１１やチューナ１２，１３から取得した電子番組情報に基づいて、予約録画
部（番組表生成部）４３によりユーザのリモコンＲ等の操作により特定した番組に応じて
、録画予約処理が可能であると共に、取得した電子番組情報に基づく番組表を画面表示す
ることが可能となる。又、予約された予約録画情報に基づいて、制御部３０及び番組表生
成部４３の働きにより、予約時刻になると、ＢＳ／ＣＳデジタルチューナ部１２又は地上
波デジタル／アナログチューナ部１３が受信した番組情報が復調された映像音声信号が、
エンコーダ２１等のエンコード処理を経て、例えば、ハードディスクドライブ部１８に記
録（予約録画）される。
【００３０】
　この実施形態の放送受信装置１０は、このように総合的な機能を有しており、複数のソ
ースに対して光ディスクＤ又はハードディスクドライブ部１８による記録・再生処理を行
うものである。
【００３１】
　＜本発明の一実施形態に係る番組の予約設定処理＞
　次に、本発明の一実施形態に係る番組の予約設定処理を図２乃至図６のフローチャート
を用いて以下に詳細に説明する。
【００３２】
　（放送受信中の録画予約処理）
　初めに、上記の放送受信装置１０において、リモコンＲ等に指定されたチャンネルに応
じた所望の番組の放送をチューナ部１２等で同調・復調して、受像機４１等で画面表示す
る(ステップＳ１１)。この状態で、連ドラ予約録画部４２は、リモコンＲの連ドラ予約キ
ーＹが押下されたかどうかを判断する(ステップＳ１２)。
【００３３】
　ここで、既に予約最大件数であれば(ステップＳ１３)、連ドラ予約録画部４２は、『予
約が一杯です、他の予約を取り消しますか』との表示を行なう(ステップＳ２１)。そして
、次に連ドラ予約録画部４２の働きにより、図１０に示す予約リストを表示する(ステッ
プＳ２２）。
【００３４】
　更に、ステップＳ１３で予約最大件数でなければ、ステップＳ１４で番組情報を取得し
ているかどうかを判断し(ステップＳ１４)、取得していなければ、『番組情報を取得して
いないため連ドラ予約をすることができません』との表示を行なう(ステップＳ２３)。
【００３５】
　この番組情報（番組の管理情報）は、映像ファイルの放送が地上波デジタル放送や、Ｂ
Ｓデジタル放送、ＣＳデジタル放送であれば、放送信号に含まれる番組情報である。又、
映像ファイルの放送が地上波アナログ信号であれば、番組提供サーバＳから供給されイン
ターネット、モデムやチューナ部１３を介して取得した電子番組情報から供給される番組
情報である。
【００３６】
　又、ステップＳ１４で番組情報を取得していれば、既にこの番組の連ドラ予約をしてい
るかどうかを判断する(ステップＳ１５)。そして、既にこの番組の連ドラ予約を行なって
いれば、『この番組は連ドラ予約されています』との表示を行なう(ステップＳ２４)。
【００３７】
　まだ、この番組の連ドラ予約を行なっていなければ、取得した番組情報から放送周期の
自動判定を行なうが、この自動判定の処理は、図４で詳細に説明する(ステップＳ１６)。
なお、番組情報（番組の管理情報）は、ＥＰＧ（電子番組情報）であってもよいし、地上
波デジタル放送、ＢＳデジタル放送等の放送信号に含まれるタイトル情報やチャンネル情
報、放送時刻情報、出演者等の情報であるが、これらに限らない。そして、自動判定され
た放送周期を図８に示すように表示する(ステップＳ１７)。
【００３８】
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　図８の画面から、『連ドラ予約しますか』の表示に応じた『はい』のアイコンを特定す
ることで、ユーザは、現在視聴している放送の特定の番組について、次回予約又は毎週予
約を容易に設定することができる。更に、図８の『録画設定』のアイコンを操作すること
で、図９の録画設定画面を呼び出すことができ、ここでは、追跡キーワードや、追跡基準
、画質モード、上書き録画、ロック設定等の録画条件が設定できる。
【００３９】
　そして、連ドラ予約の追跡基準の日時が他の予約の時間と重なっているかが判断され(
ステップＳ１８)、他の予約と時間が重なっているが、他の予約を取り消しますかと尋ね
る画面を表示する(ステップＳ２６)。そして、連ドラ予約録画部４２の働きにより、重複
予約取り消しのために重複している予約情報を列記した画面表示を行なう(ステップＳ２
７)。
【００４０】
　一方、ステップＳ１８において、追跡基準の日時が他の予約の時間と重なっていなけれ
ば、既に記録された映像ファイルに対応付けて記録されている番組情報から、当番組の次
番組の予約情報又は当番組の毎週の予約情報を特定する。
【００４１】
　次に、この予約情報がもっているチャンネル情報、時間情報、タイトル情報等に基づい
て、次回の番組又は毎週の番組の具体的日時を特定する(ステップＳ１９)。具体的には、
図４の判定処理により、『毎週』、『毎日』、『月～土』等の放送周期を決定し、この放
送周期と、現在の放送の日時からプラスマイナス数時間の範囲で、現在の放送タイトルに
近似するタイトルの番組を、次番組、又は毎週の番組であると判断する。このように具体
的に特定された予約情報に基づき、この予約情報が特定した日時に到達すると、予約録画
を実行するものである(ステップＳ２０)。
【００４２】
　・判定処理の具体的手順
　次に、図４の具体的な判定処理の手順を以下に説明する。
【００４３】
　初めに、図８で示したような連ドラ予約画面から、連ドラ予約ボタンで『はい』を選択
する（ステップＳ３１）。そして、８日間の番組情報から、選択された番組のタイトルと
類似するタイトルの番組を検索する（ステップＳ３２）。ここで、検索条件は、
連ドラ予約した番組と同じｃｈ、
連ドラ予約した番組の放送開始時間から±２時間１０分の範囲内、
連ドラ予約した番組のタイトルと類似するタイトルの番組、
において番組を検索する。
【００４４】
　ここで、該当した番組情報の中から、異なる曜日に複数検出したかどうかを判断する(
ステップＳ３３)。検出していなければ、毎回予約設定した番組の放送曜日を『毎週予約
』であると判断する(ステップＳ３７)。ステップＳ３３において、異なる曜日を複数検出
し、更に、該当する番組を日曜日に検出した場合には、放送周期を『毎日』に決定するも
のである(ステップＳ３８)。ステップＳ３４において、該当する番組を土曜日に検出した
場合は、放送周期を『月～土』に決定する(ステップＳ３９)。ステップＳ３５において、
該当する番組を土曜日に検出しなかった場合には、放送周期を『月～金』に決定するもの
である(ステップＳ３６)。
【００４５】
　これにより、放送受信装置１０において、連ドラ予約録画部４２の働きにより、現在、
放送受信中の番組の次回（毎週）録画予約処理が非常に容易に行なうことが可能となるも
のである。
【００４６】
　・判定処理が伴わない場合の録画予約処理
　本発明の一実施形態である録画予約処理は、必ずしも図４の判定処理を必須とするもの



(8) JP 4864482 B2 2012.2.1

10

20

30

40

50

ではない。すなわち、図３に示すように、ステップＳ１６、ステップＳ１７は、必ずしも
必須としてはおらず、対象とする番組の放送周期を図４の手順によって判断しなくとも、
放送受信中の録画予約処理を実現することは可能である。
【００４７】
　（映像ファイル再生中・映像ファイル一覧表示中の録画予約処理）
　次に、映像ファイル再生中の録画予約処理及び映像ファイル一覧表示中の録画予約処理
について、図５及び図６のフローチャートを用いて以下に説明する。
【００４８】
　上記の放送受信装置１０において、ユーザのリモコンＲ等の操作等により、ハードディ
スクドライブ部１８等に格納された映像ファイルの再生を行なう。又は、図示しない映像
ファイル一覧表を表示した状態で一つの映像ファイルを特定した状態とする(ステップＳ
４１)。この状態で、連ドラ予約録画部４２は、リモコンＲの連ドラ予約キーＹが押下さ
れたかどうかを判断する(ステップＳ４２)。
【００４９】
　ここで、既に予約最大件数であれば(ステップＳ４３)、連ドラ予約録画部４２は、『予
約が一杯です、他の予約を取り消しますか』との表示を行なう(ステップＳ５１)。そして
、次に連ドラ予約録画部４２の働きにより、図１０に示す予約リストを表示する(ステッ
プＳ５２）。
【００５０】
　更に、ステップＳ４３で予約最大件数でなければ、次に番組情報を取得しているかどう
かを判断し(ステップＳ４４)、取得していなければ、『番組情報を取得していないため連
ドラ予約をすることができません』との表示を行なう(ステップＳ５３)。
【００５１】
　この番組情報（番組の管理情報）は、映像ファイルの放送が地上波デジタル放送や、Ｂ
Ｓデジタル放送、ＣＳデジタル放送であれば、放送信号に含まれる番組情報である。又、
映像ファイルの放送が地上波アナログ信号であれば、番組提供サーバＳから供給されイン
ターネット、モデムやチューナ部１３を介して取得した電子番組情報から供給される番組
情報である。
【００５２】
　又、ステップＳ４４で番組情報を取得していれば、既にこの番組の連ドラ予約をしてい
るかどうかを判断する(ステップＳ４５)。そして、既にこの番組の連ドラ予約を行なって
いれば、『この番組は連ドラ予約されています』との表示を行なう(ステップＳ５４)。
【００５３】
　まだ、この番組の連ドラ予約を行なっていなければ、取得した番組情報から放送周期の
自動判定を行なうが(ステップＳ４６)、この自動判定の処理は、図４で詳細に説明する(
ステップＳ５６)。そして、自動判定された放送周期を図８に示すように表示する(ステッ
プＳ５７)。
【００５４】
　図８の画面から、『連ドラ予約しますか』の表示に応じた『はい』のアイコンを特定す
ることで、ユーザは、現在視聴している放送の特定の番組について、次回予約又は毎週予
約を容易に設定することができる。更に、図８の『録画設定』のアイコンを操作すること
で、図９の録画設定画面を呼び出すことができ、ここでは、追跡キーワードや、追跡基準
、画質モード、上書き録画、ロック設定等の録画条件が設定できる。
【００５５】
　そして、連ドラ予約の追跡基準の日時が他の予約の時間と重なっているかが判断され(
ステップＳ４８)、他の予約と時間が重なっているが、他の予約を取り消しますかと尋ね
る画面を表示する(ステップＳ５６)。そして、連ドラ予約録画部４２の働きにより、重複
予約取り消しのために重複している予約情報を列記した画面表示を行なう(ステップＳ５
７)。
【００５６】
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　一方、ステップＳ４８において、追跡基準の日時が他の予約の時間と重なっていなけれ
ば、既に記録された映像ファイルに対応付けて記録されている番組情報から、当番組の次
番組の予約情報又は当番組の毎週の予約情報を特定する。
【００５７】
　この番組情報（番組の管理情報）は、映像ファイルの放送が地上波デジタル放送や、Ｂ
Ｓデジタル放送、ＣＳデジタル放送であれば、放送信号に含まれる番組情報である。又、
映像ファイルの放送が地上波アナログ信号であれば、番組提供サーバＳから供給されイン
ターネット、モデムやチューナ部１３を介して取得した電子番組情報から供給される番組
情報である。
【００５８】
　次に、この予約情報がもっているチャンネル情報、時間情報、タイトル情報等に基づい
て、次回の番組又は毎週の番組の具体的日時を特定する(ステップＳ４９)。具体的には、
図４の判定処理により、『毎週』、『毎日』、『月～土』等の放送周期を決定し、この放
送周期と、現在の放送の日時からプラスマイナス数時間の範囲で、現在の放送タイトルに
近似するタイトルの番組を、次番組、又は毎週の番組であると判断する。このように具体
的に特定された予約情報に基づき、この予約情報が特定した日時に到達すると、予約録画
を実行するものである(ステップＳ５０)。
【００５９】
　このように、放送受信装置１０において、連ドラ予約録画部４２の働きにより、ハード
ディスクドライブ部１８等に格納されている記録済み映像ファイルを再生中に、又は、図
示しない記録済み映像ファイルの一覧表から、現在、放送受信中の番組の次回（毎週）録
画予約処理が非常に容易に行なうことが可能となるものである。
【００６０】
　・その他の録画予約処理
　本発明の一実施形態にかかる放送受信装置１０においては、予約録画部４２の働きによ
り、更に、図１１の番組表から通常どおり録画予約処理を行なうことが可能である。同様
に、図１２の映画リストからも、録画予約処理が可能となるものである。
【００６１】
　（放送受信装置への適用）
　又、これらのフローチャートで説明した処理は、上述した放送受信装置１０だけに適用
が可能ではなく、例えば、録画機能を有した放送受信装置１０であるハードディスクレコ
ーダ等において、同様に適用が可能である。
【００６２】
　以上記載した様々な実施形態により、当業者は本実施形態を実現することができるが、
更にこれらの実施形態の様々な変形例を思いつくことが当業者によって容易であり、発明
的な能力をもたなくとも様々な実施形態へと適用することが可能である。従って、本発明
は、開示された原理と新規な特徴に矛盾しない広範な範囲に及ぶものであり、上述した実
施形態に限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明の一実施形態に係る放送記録装置の構成の一例を示すブロック図。
【図２】同じく放送記録装置が行なう放送受信中の連ドラ予約処理の一例を示すフローチ
ャート。
【図３】同じく放送記録装置が行なう放送受信中の連ドラ予約処理の他の一例を示すフロ
ーチャート。
【図４】同じく放送記録装置が行なう放送周期判定処理の一例を示すフローチャート。
【図５】同じく放送記録装置が行なう映像ファイル再生中の連ドラ予約処理の一例を示す
フローチャート。
【図６】同じく放送記録装置が行なう映像ファイル再生中の連ドラ予約処理の他の一例を
示すフローチャート。
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【図７】同じく放送記録装置で用いられるリモートコントロールの一例を示す説明図。
【図８】同じく放送記録装置が表示する放送画面での連ドラ予約画面の一例を示す図面。
【図９】同じく放送記録装置が表示する録画設定画面の一例を示す図面。
【図１０】同じく放送記録装置が表示する予約リストの一例を示す図面。
【図１１】同じく放送記録装置が表示する番組表画面での連ドラ予約画面の一例を示す図
面。
【図１２】同じく放送記録装置が表示する映画リスト画面の一例を示す図面。
【符号の説明】
【００６４】
　１１…通信部、１２…ＢＳ／ＣＳチューナ部、１３…地上波チューナ部、１８…ハード
ディスクドライブ部、１９…光ディスクドライブ部、２０…データ編集部、２１…エンコ
ーダ部、２２…バッファ部、２３…ＭＰＥＧデコーダ部、２４…音声映像処理部、２７…
Ｉ／Ｆ部、２８…多重化部、２９…分離部、３０…制御部、３２…操作部、３３…表示部
、Ｒ…リモコン、４１…受像機、４２…連ドラ予約録画部、４３…番組表生成部。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(13) JP 4864482 B2 2012.2.1

【図１１】 【図１２】



(14) JP 4864482 B2 2012.2.1

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００４－３３６６９１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｎ　　　５／７６－　５／９５６
              Ｈ０４Ｎ　　　７／１４－　７／１７３
              Ｇ１１Ｂ　　２０／１０－２０／１６
              Ｇ１１Ｂ　　２７／００－２７／３４　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

